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『ばめんの にほんご』活動の手引き 

 

◇テキストについて 

このテキストは、堺市の地域日本語教室で学ぶ、日本語能力が入門レベルの学習者向

けに作成した会話教材です。 

日本語がまだ十分でない外国人にとって、日常生活の様々な場面で日本語でやりとり

することは難しく、このようなやり取りは自分にはハードルが高いと思っている学習者もいる

でしょう。このテキストは、実際に使える簡単な会話表現を学ぶことで、そのような学習者が

社会へ踏み出す第一歩になることをめざして作成しました。そのため、会話に登場する日

本人の発話はやさしく話された日本語ではなく、実際に学習者が日常生活で耳にする日

本語に近い言い方になっています。相手の言っていることがあまり分からなくても、ひるま

ずに自分の言いたいことが伝えられるようになることを意図しています。 

テキストには、すべてローマ字が載せてあります。ひらがな・カタカナが習得できていない

学習者にはローマ字を手掛かりに活動を進め、徐々にひらがな・カタカナが覚えられるよ

うに支援してください。 

 

6つの場面会話があり、1つの活動時間の目安は 30分から 40分です。 

【取り上げられている会話場面と目標】 

会話タイトル 
場面と会話の相手 

（どこで誰と） 
目標 

今日は休みます 電話で日本語教室

の担当者と 

・電話の相手を呼び出してもらうことができ

る 

・理由を言って、欠席の連絡ができる 

京都までいくらで

すか 

駅で駅員と ・行き先までの値段や乗り場が聞ける 

・乗る電車を確かめることができる 

これをください デパートで店員と ・売り場の場所が尋ねられる 

・サイズや色の希望が言える 

・店員のセールストークをうまく遮ることがで

きる 

ここに行きたいん

ですが 

道で通行人と ・路上で行き先を伝え、道を尋ねることが

できる 

・確認しながら相手の説明が聞ける 

かばんを忘れたん

ですが 

駅で駅員と ・忘れ物を届け出ることができる 

・物の特徴を簡単に説明することができる 

どうしましたか 病院で受付の人と/

医者と 

・受付で初診の手続きができる 

・症状を簡単に説明できる 
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